
令和８年８月 31日  

 

令和９年度予算概算要求・要望の概要 
 

人事院は、本年８月７日に示した「公務員人事管理に関する報告」における新たな時

代にふさわしい真の人材マネジメント改革に関連する施策等を実現するため、令和９

年度予算の概算要求・要望をまとめ、８月 31日に財務省に提出します。要求・要望の

概要は、次のとおりです。 

金額 率

(百万円) (百万円) (百万円) (％)

9,452 9,924 +472 +5.0

　

注２：要求・要望額には「強く豊かな日本」投資枠171百万円を含みます。

比較増減令和８年度
予　算　額

令和９年度
要求・要望額

人　事　院

注１：「比較増減」は、予算額及び要求・要望額を百万円単位で四捨五入しているため、差引きが予算額
　　　及び要求・要望額と合致しません。

 

 

            

人事院の施策等の実現のため、約９９億２千４百万円の要求・要望等を行います。 

 

                                  143百万円 

受験者の利便性向上・受験機会拡大のため、令和９年度経験者採用試験の基礎能力試
験にＣＢＴ（Computer Based Testing）方式を導入するための経費 

 

                                    75百万円 

ブランドメッセージ「国のミライをつくる、唯一無二の挑戦がある」を柱として、若
年層・技術系人材等に公務の魅力を戦略的に発信するための経費 

 

11百万円 

職員の主体的な学びと成長、キャリア形成支援のため、役職や職種ごとに求められるス
キルを整理したスキルマップ作成を支援するための経費 

 

 

20百万円 

病気や心身の不調の発生防止（一次予防）及び早期発見・早期対処（二次予防）等を推進
するため、各府省職員に対する心身の健康に関する総合相談支援の実施に要する経費 

 

12百万円 

アジア諸国等の人事行政機関幹部や各国の人事行政に精通した研究者等を招へいし、人
事行政課題に関するフォーラムを実施するための経費 

採用試験へのＣＢＴ方式の実装 

１ 主な要求・要望等 

 

心と体の総合的な健康相談事業 

「選ばれる」公務職場の実現に向けた公務のブランディング推進 

スキルマップ作成を含む各府省能力開発支援 

 

アジア諸国等とのフォーラム開催 



 

 

人事院として定員合理化（８人減）を行った上で、増員要求（15人）等を行いま         

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な組織・定員要求 

 

【主な要求内容】 

○ ＣＢＴ方式の導入など時代に即した試験実施方法の検討等 

○ 公務のブランディング推進 

○ 主体的に学び続けることを支える職場環境の整備（人材育成特別分析官） 

○ 各府省の実情に応じた実効的な超過勤務縮減策を示す伴走支援の実施 

○ 各府省におけるハラスメント対策の調査及び指導 

○ 人事院における政策統括・調整機能の更なる強化（事務総局参事官の設置）               


